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付
金
が
あ
て
ら
れ、

山川
淵
な
ど
の
寄
付
も
あ
っ
た
。

次
に
閥
滋
村
で
は
、
一
九

一
一
一
一
(
大
正
二
)
年
一

O
月
に
問
村
教
育
会
が
開

催
、
村
の
補
助
金
と
有
志
の
寄
付
で
ま
か
な
っ
た
。

地
元
本
庄
村
で
は

一
九
一
五
(
大
正
四
)
年

一
O
月
二
O
日
に
村
長
深
山
民

=
一
郎
に
よ
り
開
催
さ
れ
、
七
O
歳
以
上
の
七
八
名
が
出
席
し
た
。

以
上
が
こ
の
地
域
で
の
「
尚
歯
会
」
の
活
動
の
一
端
で
あ
る
。
た
だ
大
正
二

l
凶
年
と
開
催
が
遅
れ
た
版
図
に
つ
い
て
は
、
日
下
の
と
こ
ろ
な
ぜ
か
不
明
で

あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
各
地
域
ご
と
の
「
尚
前
会
」
が
い
つ
ま
で
続
い
た
の
か
は

は
っ
き
り
し
な
い
が
、
お
そ
ら
く
太
平
洋
戦
争
勃
発
な
ど
、
戦
時
色
が
淡
く
な
っ

た
頃
に
途
絶
え
た
の
で
は
な
い
か
。
い
く
ら
品
川
船
者
を
大
切
に
と
い
う
気
迎
が

あ
っ
て
も
戦
地
へ
働
き
盛
り
の
若
者
を
送
り
出
し
た
り
、
勉
学
に
励
む
学
生
を

学
徒
動
只
し
た
り
す
る
中、

祝
い
事
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
し
て
い
る
。

き
て
、
精
道
村
に
つ
い
て
は
目
下
の
と
こ
ろ
記
録
を
確
認
し
て
い
な
い
。
精

道
村
は
そ
れ
ま
で
の
三
条
、
津
知
、
芦
屋
、
打
山
凶
付
が
一
八
八
九

(明
，
市
二

一
-
)
年
に
精
道
村
と
な
り
.
一

九
四
O
(
昭
和
一
五
)
年
に
町
制
か
ら
戸
田
市

制
へ
移
行
し
た
。

相
道
村
に
お
い
て
も
前
述
し
た
名
村
の
設
立
か
ら
抑
制
し
て
.

一
九

一一

(明
治
問
問
)
年
か
ら

一
九

一
五

(大
正
四
)
年
の
間
と
考
、
λ

て
さ
し
っ
か
え

は
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
折
殺
虫
記
念
品
と
し
て
参
列
者
に
配
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
明
治
四
四
年
と
言
え
ば
、
打
出
焼
初
代
坂
口
砂
山
が
術
問
の
斎
"膝
幾
多

の
お
庭
山
県
を
引
き
継
い
で
春
日
町
で
開
設
「
し
た
直
後
の
作
品
と
問い
わ
れ
る
。

精
道
村
か
ら
芦
屋
市
へ
至
る
ま
で
の
「
尚
歯
会
」
に
つ
い
て
の
記
録
は
な
く
、

当
市
に
お
い
て
「
尚
歯
会
」
に
つ
い
て
知
る
市
民
も
す
べ
て
故
人
で
あ
る
。

一
戦
後
芦
屋
市
に
お
け
る
老
人
会
の
活
綴
を
調
べ
て
み
る
と
、

一
九
五
五

(昭

和
三

O
)
年
代
、
市
内
在
住
の
画
家
背
木
氏
が
サ
ー
ク
ル
風
の
老
人
ク
ラ
ブ
を

結
成
し
、

一
九
五
七
(
昭
和
一
一
一
一
)
年
に
税
王
岡
崎
町
の
台
本
氏
が
、

一
九「五れ八

(
昭
和
=
三

一=三-ニ一
七
)
年
に
は
帥
椛
叩
町
の
小
林
説
次
郎
氏
が
各
町
で
老
人
会
を
川
結
如
成
し
、

一
九
六

二
一
(
昭
和
三
八
)
年
、
老
人
街
祉
法
の
成
立
を
前
に
、
六
月

二
二
日
、
各
町
の

老
人
会
を
「
芦
屋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
」
と
し
、
今
日
、
市
内
に
は
万
一
ク

ラ
プ
の
老
人
に
よ
る
多
般
多
械
の
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

今
回
の
小
和
執
僚
に
あ
た
り
、
芦
屋
市
教
育
委
員
会
の
喜
ぶ
良
山
氏
に
は
快

〈
了
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
多
〈
の
聞
係
者
に
お
抑
制
を
お
か
け
し
ま

し
た
。
本
来
な
ら
ご
芳
名
を
記
す
る
と
こ
ろ
紙
聞
の
附
作
上
、
失
礼
な
が
ら
訓

愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
が
創
立
三

O
年

神
戸
深
江
生
活
文
化
史
料
館
は
、

一
九
八

一
年
二
月
二
十

一
日
、
神
戸

・
深

江
生
活
文
化
史
料
主
と
し
て
オ
ー
プ
ン
、
今
年
で
満
三
O
年
を
迎
え
ま
し
た
。

則
定
一区
抗
日
即
入
E

の
ご
迎
解
と
地
域
の
方
々
の
支
え
で
h

」
-」
ま
で
到
達
し
ま
し
た
。

今
後
も
地
肢
と
述
批
L
、
研
究
と
普
及
活
動
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。


